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Abstract Demand for elec位icpower is greatly influenced by weather conditions such悩もempera七ure
and humidity，and d乱，ysof the week.So the demands for electric power under自imilほ we叫herconditions on the 
same d乱ysofもheweek品resupposed to h乱.vesimilarities between their numerical values. 
The aim of this presenも抗ionis to report the result ofもheexperiment with 乱 predictionofぬelarg白 t
demand for el，巴ctricpower by daもabasemaking of inform鉱山nfrom SDP data，sampling the days that weaもher










































の 7月 ~9月および冬季 1988年 12 月， 1989年~1991


















3. S D P (Surface Daily Point) 











行っている.特に9時， 15時， 21時， 3時(世界標準








は， 1988年~1992年の 8月における最高気温が 30'C
以上である平日の名古屋の天候と最大電力需要との相
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データベースとする 本研究では，夏季の場合， 1988 
年~1992年 (7月 ~9月)について作成した 冬季に
ついては， 1988年12月， 1989年~1991年の 1 月圃 2
月四 12月， 1992年1月・ 2月について作成した [5J.
。 01 02 03 
区画番号 。 01 02 03 
現地気圧 10126 10160 10140 10175 
気温 92 76 145 103 
相対湿度 94 99 60 73 
風向 15 3 12 12 
風速 16 18 55 37 
雲量 。 B 3 10 
現在天気 。 42 2 2 
日照時間 。
日降水量 。
GO G1 G2 G3 
区画番号 GO G，1 G2 G3 
現地気圧 10111 10133 10125 10137 
気温 113 152 166 141 
相対湿度 82 73 71 84 
風向 16 2 2 16 
風速 43 26 25 27 
雲量 。 。 10 。
現在天気 2 2 2 2 
日照時間 。
日降水量 。








































































































































1991年夏季 (7月 ~9月)の全データと 1992年の夏季
の現時点前日までのSDPデータベースを用いて，パ
ターンマッチングを行う.
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